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典、1～6 のうち主要と思われる 1・2 のみ）、Com-
munication: 1. the activity or process of expressing 
ideas and feelings or of giving people information　2. 
methods of sending information, especially tele-
phones, radio, computers, etc. or roads and railways 
(Oxford Advanced Learner’s Dictionary 8th edition 1・
2 のみ）と記述されている。
　また、筆者の専門であるドイツ語については、独





館独和大辞典　第 2 版）、Kommunikation: Verstän-
digung untereinander; zwischenmenschlicher Verkehr 
besonders mithilfe von Sprache, Zeichen (Duden 





































2020 年度、中学校は 2021 年度からの全面実施に向
けて 2017 年に改訂された中学校学習指導要領第 2







































































































































































































































































































































































































































































































































































Cook, V. (1999) Going beyond the native speaker in language 












第 61 巻」　111～121 頁
田中一嘉（2013）　外国語教育と言語教育 ―日本の学校教育
現場における言語教育の諸問題―　「群馬大学教育学部
























小学校学習指導要領第 2 章第 10 節外国語（2017）　文部科学
省
中学校学習指導要領第 2 章第 9 節外国語（2017）　文部科学
省







5）同　第 4 章、第 5 章　コミュニケーションに対する意欲
や態度については後述する。
6）吉島茂・大橋理枝（他）訳・編（2014）S.4～5、または
Cooke（1999）など
7）鈴木孝夫（1991）
8）Byram & Fleming（eds.）（1998）
9）清水（2009）　S.279
10）八島（2019）　S.184～185
11）八島（2019）　S.183
12）佐藤編（2019）　第 1 章　コミュニカティブ・アプロー
チをめぐって　熊谷由理・佐藤慎司
13）拙稿（2015）では、中学英語、大学教養ドイツ語ともに、
コミュニケーション重視の教材ほど文法のまとまった説明
が少なく、巻末の補遺が多い傾向があることが確認されて
いる。
14）ドイツ語や英語を例にとると、比較や関係代名詞の一部
などである。
15）「低コンテクスト文化」「高コンテクスト文化」について
は、ホール（1979）参照
16）群馬県では太田市の「ぐんま国際アカデミー」がその先
駆者である。
17）日本学術会議言語・文学委員会文化の邂逅と言語分科会
（2016）　提言
18）田中（2012）　S.115 ff.
田　中　一　嘉84
